
① 相⼿の膝をベルトで固定し膝折れを防ぎます。
膝ベルトは「てこ」の⽀点になります。

②介助者の腰は⾼いほど、⽀点から⼒点の距離が伸びて簡単に上
がります。逆に、介助される⽅は前傾になるほど⽀点から作⽤点
の距離が短く簡単に上がるようになります

③密着しません。⼆⼈の重⼼が離れていることでシーソーやヤジ
ロベエのようにバランスが取れます。持ち上げた状態でどこでも
負担なく⽌まることができます。

④引き上げに筋⾁を使いません。介助者が後⽅に重⼼をずらすだ
けで、介助者の体重で相⼿が上がリます。前傾になれる相⼿なら
ば、介助者の２倍の体重の⽅まで⼒なしで上げることができます。


